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　いつ頃からだろうか，透析室の様子が変わって
きたのは．気がつけばベッドの 1/3を 75歳以上
の高齢者が占めるようになっていた．活気があり
検査の説明もすぐ理解してさっさと歩く高齢患者
がいるのも事実ではあるが，検査を受けにいくの
も単独では困難な患者もいる．次第に歩く速度が
遅くなり，突然自宅で転倒，骨折し入院になった
と連絡を受け，透析室に戻ってきたときは認知症
に至っていたケースや，自宅での食事が粗末にな
り倦怠感の出現と体重（DW）減少，歩行困難，
そしてフレイルに至るケースもある．いずれにし
ても，認知症やサルコペニア・フレイルの先頭を
切っているのは高齢患者である．血液透析の場合
は 3回/週の拘束がある．患者には間の時間をう
まく利用してセルフケアし，フレイルなどの予防
のための時間を作ってほしい．悪化予防は医療ス
タッフだけではなく，患者や家族の主体性が必須

である．
　執筆者の皆様には高齢透析患者が抱える諸問題
に焦点を当てて，事例を通して解説していただい
た．種々の合併症とその実際の対応は興味深く，
それぞれの臨床場面を思い浮かべながら参考にし
ていただければと思う．
　総論では現在の高齢透析患者の現況を概説し，
おそらく多くの透析医療従事者が不安を感じてい
る現在の社会保障制度について，中元先生に執筆
いただいた．特殊な日本の透析医療の社会保障は
他に類を見ないといわれている．この状況の継続
が無理なのは自明である．少子高齢化に加え，コ
ロナ禍で社会はとんでもないことになっている．
今こそこの社会に生きる人々の真の共存を考える
べきではないのか．これからの未来を歩む若人の
ために必要なのは大人の勇気なのかもしれない．
 （中原　宣子）

年間予約購読は前金にて弊社あるいは書店宛
お申し込み下さい．ただし，年間購読料は年
度により異なりますので，弊社または書店ま
でお問い合わせ下さい．
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